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論文内容の要旨
本論文は、最近建造されはじめたコンテナー船(以下長大倉口船と呼ぶ)を対象とし、その振り・
水平曲げ連成固有振動に関する基礎的研究の結果をまとめたもので、第 1 編および第 2 編によって構
成されている口
長大倉口船の場合は、その構造上の特徴すなわち甲板に多数の大倉口を有するため、従来普通の船
体に用いられている Saint-Venant の振り理論を適用することは合理的とはいえず、船体を間断面棒
と見て弾性的挙動を取扱うべきである。本論文はこの観点より Wagner の曲げ振り理論を基礎とした
振り振動の理論を導き、これを応用して長大倉口船の振り・曲げ連成振動の一般的解法を確立したも
のである c
第 1 編(第 1 章、第 2 章)は、開断面棒の摂り振動および振り・曲げ連成振動の特性を調べるため、
一様な開断面棒につき理論的考察を行ない、模型実験によってその妥当性を検証したものである。
第 1 章においては、左右および上下対称( 2 軸対称)の断面をもっ場合の振り振動を取扱い、
Wagner の曲げ振り理論を基礎とし、これに勇断変形の影響、横隔壁がある場合の影響等を導入した
解を求め、開断面棒の振り振動の特性を明らかにしている。すなわち、固有振動数に関して、 (1)曲げ
振り剛性 Er が支配的であること、 (2球戻り剛性GJ の影響は低次の固有振動数を高めるが、高次振動
では無視できること、 (3)勇断変形の影響は高次振動になるほど固有振動数を大きく低下させること、
(4~横隔壁の影響は振り剛性GJ の影響と相似であること等が明らかにされ、これらは数個の間断面棒
模型の空中における振り振動の実験によって実証されている。
第 2 章においては、左右対称( 1 軸対称)の断面をもっ場合を考え、第 1 章の結論を参考にした近
似解法により振り・水平曲げ連成振動を取扱い、その振動特性を明らかにしている。すなわち、この
場合は断面の重心と振り中心の位置がかなりずれるため、振りと曲げの連成効果が大きいことが示さ
れており、横隔壁がある場合の影響も第 l 章で得たものと同じである。これらの理論解の精度は多数
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の開断面棒模型の空中にわける振動実験によって確認されている。
第 2 編(第 3 章、第 4 章)は、長大倉口船をモデル化いた構造につき、振り・水平曲げ連成振動の
理論解析を行ない、模型船の振動実験によって理論を検証したものである。
第 3 章においては、長い間断面棒の両端に短かい間断面部をもっ構造として長大倉口船をモデル化
し、これに対する振り・水平曲げ連成振動の基礎方程式を導き、これを遷移マトリックス法で解く一
般的解法を確立しており、その理論解は 2個の鋼製模型船の空中にむける振動実験の結果とよく一致
することが確認されている。
第 4 章においては、長大倉口船が水中で振り・水平曲げ述成振動をする際の付加水質量および付加
本慣性モーメントを完全流体の速度ポテンシヤルの理論によって求めており、これらは共に付加本重
心として定義される断面中の定点に集中すると考えてよいことが示されている。この方法で算定され
た付加水質量および付加水慣性モーメントを Hl い、第 3 ì?í:の }j法で船体の水中にむける振り・水平曲
げ述成振動を解析した結果は、 2 個の模型船の水中における振動実験の結果とよく一致してむり、第
2 編にむいて確立した理論計算法は長大倉 II船の振り・曲げ振動の解法として 1-分の精度をもつこと
が石室認、された O
論文の審査結果の要旨
本，;1命丈は最近出現したコンテナー船すならち甲板に多数の大倉 lJ をもついわゆる長大倉 II船の振り
・ ;J，平曲げitl・1成振動に関する基礎理論を確立したものであり、タンカーむよび貨物船に対して従来!日
いられている摂り振動の理論とは異なり、この種船体の構造上の特徴より、擬りについては間断面棒
に対する Wagner の曲げ振り理論が基礎として片j いられ、これに対し勇断変形の影響、横隔壁の影響、
船体周囲の水の影響(付加水効果)等を考慮に入れて理論を精密化したものである。
研究成果の主な点を要約すると次のとわりである。第 1 編においては、開断面棒の振動特性が理論
(1'0 に解明され、曲げ振り剛性Erおよび振り剛性GJ が固有振動数に及ぼす影響が明らかにされてお
り、また勇断変形の影響は高次振動において著しいこと、横隔壁は振り剛性GJ のそれと相似である
ことが示されている。なおコンテナー船のように l 軸対称の開断面をもっ棒においては、振りと水平
曲げ振動の連成効果の大きいことが示されている。第 2 編においては、間断面棒の両端に短い閉断面
部が結合された構造として長大倉口船をモデル化し、振り・水平曲げ連成振動の解析を遷移マトリッ
クス法によって行なう一般的解法が確立されている。また完全流体を考え、速度ポテンシヤルの理論に
基づいて、この種の船体が水中で摂り・水平曲げ連成振動を行なう場合の付加水質量および付加水慣
性モーメントの合理的な算定法を示している。
以上の理論的考察の結果はすべて空中むよび水中における開断面棒模型むよび模型船の振動実験に
よって検証されてわり、この種船体の振り・水平曲げ連成振動に関する基礎理論が確立された。
これらの研究成果は船体の振動工学に寄与するところが大きく、本論文は博士論文として価値ある
ものと 3志める。
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